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１． はじめに 

  義肢装具士および生活支援機器関連企業に就職を希望す

る学生を対象とした教育で、新潟医療福祉大学（NUHW）の

義肢装具自立支援学科では一期生が４年時を迎え卒業しよう

としている。また大学院教育もスタートしている。一方、ピ

ッツバーグ大学大学院ではリハビリテーション科学技術学科

に「義肢装具」コースが新たに設立され教育 1)2)を開始してい

る。本発表では、著者の両大学での経験に基づきこれまでな

されている生活支援関連機器教育の概要を紹介する。 

 

2.新潟医療福祉大学取得科目 3) 

総計 129 単位は次のごとく振り分けられる。 

 

2.1  教養科目 

基礎ゼミ、情報処理、英語など外国語、スポーツ、文学な

ど教養科目は 16 単位である。 

 

2.2  保健医療福祉基礎科目群 

保健医療福祉基礎科目群は障害の世界、QOL の世界、命

の倫理、連携基礎ゼミ、総合ゼミ、保健医療福祉連携学、医

療福祉リスクマネジメント論など６単位である。 

 

2.3 専門基礎科目群 

専門基礎科目群には次の科目があり、単位数は 42 単位であ

る。 

解剖学, 解剖学演習, 運動機能解剖学, 生理学, 運動学, 運

動学実習, リハビリテーション概論, リハビリテーション医

学, 整形外科学Ⅰ, 整形外科学Ⅱ, 公衆衛生学, 人間発達学, 

内科学, 臨床心理学, 神経科学, 臨床神経学, 救急蘇生法演習, 

スポーツ医学, 関連法規, 障害評価学演習, 障害の評価と福

祉機器演習, 保健統計学, 図学・製図学, 機械工学, 材料学, 

材料力学, 人間工学概論 

 

2.4  専門専攻科目群 

専門専攻科目群には次の科目があり、単位数は 66 単位であ

る。 

義肢装具自立支援概論, 基本工作実習Ⅰ, 基本工作実習Ⅱ, 

義肢学Ⅰ（義手）, 義肢実習Ⅰ（義手実習）, 義肢学Ⅱ（下腿

義足）, 義肢実習Ⅱ（下腿義足実習）, 義肢学Ⅲ（大腿義足）, 

義肢実習Ⅲ（大腿義足実習）, 義肢学Ⅳ（特殊義足）, 装具学

Ⅰ（体幹装具）, 装具実習Ⅰ（体幹装具実習）, 装具学Ⅱ（上

肢装具）, 装具実習Ⅱ（上肢装具実習）,  装具学Ⅲ（下肢装

具）, 装具実習Ⅲ（下肢装具実習）, 装具学Ⅳ（特殊装具）,  福

祉用具概論, 福祉用具演習, ユニバーサルデザイン, 支援機

器Ⅰ（移動機器）,  支援機器Ⅱ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ機器）, 支援機器

Ⅲ（福祉住環境）, 支援機器Ⅳ（入浴，排泄，自助具）, 福祉

用具プランニング演習, 臨床実習Ⅰ（関連施設）, 臨床実習Ⅱ

（支援機器）, 臨床実習Ⅲ（義肢装具）, 卒業研究計画, 卒業

研究Ⅰ, 卒業研究Ⅱ, 車いす・シーティング, 車いす・シーテ

ィング実習, 靴型装具学, 靴型装具学実習, 義肢学特論, 義肢

学特論実習, 装具学特論, 装具学特論実習, 臨床歩行分析演

習, 福祉ビジネス論, 福祉ロボット, 試験評価と標準化, 

海外研修  

 

2.5 特徴 

 新潟医療福祉大学は理学療法学科、作業療法学科、言語聴

覚学科、義肢装具自立支援学科、健康栄養学科、健康スポー

ツ学科、看護学科、社会福祉学科、医療情報管理学科の９学
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科よりなっている。 一人の患者のＱＯＬを上げるため、関連する複数の専門職

がおのおのの専門面から対応を協議し、最善の解決策で協働

(IPW)できるようにするための教育を学生時代から行うこと

は特にタテ関係の強い日本の社会 4)では重要である.NUHW で

は「連携基礎ゼミ」で２年生時に、「総合ゼミ」で４年生時に

９学科から学生を一人あるいは二人づつ、一人の教員が計 7

～8 人の学生を担当し、保健医療関連テーマで半期勉強をす

るものである。生活支援工学はここでも各専門職をつなぐ横

糸の役割をしている。 

 

３．単位数による取得科目の割合 

下記表は NUHW の取得科目群の単位数とその割合である。

特に専門専攻の内訳を表 2 に示す。 

表 1取得科目群の単位数とその割合 

 単位 ％ 

教養 16 12.4 

保健医療福祉基礎 6 4.7 

専門基礎 42 32.6 

専門専攻 65 50.4 

合計 129 100.0 

表 2 専門専攻の内訳   

 単位 ％ 

PO 42 32.6 

生活支援工学 18 14.0 

その他（卒論関連，見学実習） 5 3.9 

 

６．義肢装具に特化した健康リハビリテーション科学修士 1) 

米国のピッツバーグ大学、健康リハビリテーション科学学

部(School of Health and Rehabilitation Science)リハビリテ

ーション科学技術学科(Dept. of Rehabilitation Science and 

Technology (RST))に、あらたに義肢装具に特化した健康リハ

ビリテーション科学修士コースが開設された。 

 

7. まとめ 
*義肢装具(PO)以外の生活支援工学関係は 14%である。 

専門専攻
50%

教養
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 新潟医療福祉大(NUHW)において義肢装具士教育における

生活支援工学のしめる割合は 14%であり、生活支援工学は連

携教育において横糸の役割を果たしている。 ピッツバーグ大

RST、人間工学研究所(HERL)においては日頃から医師、PT, 

OT, Rehabilitation Engineer等が議論できる場が日常的に作

られていて、生活支援工学・技術はその中心となっている。 
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図１ 取得科目群の単位数の割合 

 
 

NUHW の学科は「義肢装具自立支援学科」であり、義肢

装具のみでなく、その他の福祉機器・福祉用具を習得させて

いる。いうなれば生活支援工学に相当するところにも力を入

れている。 
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